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中学部　音楽（器楽合奏）（聴覚障害特別支援学校）
教出 教芸

☆☆☆☆　　23 ☆☆☆☆　　20

①「篠笛」では、姿勢とかまえ方等について視覚
的に示されており、動きを模倣する活動など、工
夫して学習することができる。（P18-19）

①「打楽器」では、打楽器の演奏方法等につい
て視覚的に示されており、動きを模倣する活動
など、工夫して学習することができる。（P70-74）

★★★★　　5 ★★　　2

①「不思議な旋律 PART-２」では、楽器の音色
や響きを生かして表現する活動があり、取り扱う
際に配慮が必要である。（P77）

②「何が同じで、何が違う PART-１」では、篠
笛、リコーダー、尺八の音色を聴き取る活動があ
り、取り扱う際に配慮が必要である。（P26）

①「千の風になって」では、各パートの楽器を演
奏し、全体の響きを確かめる活動があり、取り扱
う際に配慮が必要である。（P13）

②「ギター」では、弦の響きの音色の違いを聴き
比べる活動があり、取り扱う際に配慮が必要で
ある。（P36）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、
その他

①聴覚の障害を補えるように、写真、図絵等で
視覚的に説明しているもの。

①「アーティキュレーション」では、奏法による息
の流れや舌先の使い方について絵図で示して
いる。（P16）

①「日本音楽の楽器編成」では、日本音楽で利
用する楽器の分類を写真で示している。（P69）

参
考

防災や自然災害の扱い あり あり

発行者

１　聴覚障害のある生徒が興味・関心をもって
取り組むことができる単元等について

①動きを模倣する活動など、視覚的な情報で学
習活動が工夫できるもの。

２　聴覚障害への配慮を要する内容等について

①音の重なりによる響きを感じ取ることがねらい
になっており、学習活動に困難が想定されるも
の。

②演奏や歌唱の聞き比べ等、学習活動に困難
が想定されるもの。

内
容
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中学部　音楽（器楽合奏）（肢体不自由・病弱特別支援学校）
教出 教芸

☆☆☆　　8 ☆☆☆☆　　14

①「かまえ方と打ち方」では、立奏台、座奏台、
交差台など太鼓の置き方を変えることで様々な
演奏ができることが示されており、学習活動が工
夫できる。（P56-59）

①「打楽器のための小品」では、カスタネット、小
太鼓などの楽器だけでなく、木箱や空き缶など
身の回りにあるものの活用が示されており、学
習活動が工夫できる。（P90）

★★★★　　21 ★★★　　14

①「ギター」では、指先を細やかに使う奏法があ
り、取り扱う際に配慮が必要である。（P30）

②「リコーダー」では、息のコントロールや腹式呼
吸について示されており、取り扱う際に配慮が必
要である。（P13）

③「千の海響 望の章」では、３パートに分かれた
演奏があり、少人数での学習の際に配慮が必要
である。（P86-87）

①「箏」では、指先を細やかに使う奏法があり、
取り扱う際に配慮が必要である。（P43）

②「篠笛」では、高い音を出す場合は、息を前方
に強く吹き出すようにするなど、取り扱う際に配
慮が必要である。（P63）

③「星の世界」では、３パートに分かれた演奏が
あり、少人数での学習の際に配慮が必要であ
る。（P77）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、
その他

①学習のポイント等が大きな文字や枠囲み等で
簡潔に記されているもの。

②写真、図絵等で視覚的に示されているもの。

①「何が同じで、何が違う？PART-２」では、３種
類の弦楽器の音が出る仕組み、かまえ方、音色
や弾き方の特徴など、ポイントが枠囲みで記さ
れている。（P52）

②「箏（こと）」では、写真で箏の各部の名称や基
本的な奏法を説明している。（P36-41）

①「ギター」では、ギターの種類やチューニング
などについて大きな写真とともに簡潔に説明して
いる。（P32）

②「打楽器」では、様々な打楽器の基本的な奏
法について写真と譜例で説明している。（P70-
74）

参
考

防災や自然災害の扱い あり あり

発行者

２　肢体不自由・病弱への配慮を要する内容等
について

①上肢の操作を伴うため、楽器の演奏等の学習
活動に困難が想定されるもの。

②心疾患等にかかわる配慮が必要なもの。

③各学年の生徒数が少ないため、集団活動が
含まれるなど取扱いが困難と思われる内容が取
り上げられているもの。

内
容

１　肢体不自由・病弱の生徒が興味・関心をもっ
て取り組むことができる単元等について

①上肢の操作を伴うものであっても、学習活動
が工夫できるもの。
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